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■学校経営のポイント

学校評価の次年度の教育活動と学校運営への反映
小島 宏

近年、学校評価への関心が高まり、単なる「実施し

た」事実を超え、「実施し改善に役立てた」という実質

的なものに進化しつつある。これは、管理職の考え

方とリーダーシップに負うところが大きい。そこで、改

めて学校評価について整理し、次年度の教育活動と

学校運営への一層の反映に供したい。

基本は自己評価
学校評価には「自己評価の結果と改善策」「自己

評価の結果と改善策に対して評価する学校関係者

評価」「専門的視点から教育活動や学校運営の状況

について評価する第３者評価」があるが、基本になる

のは自己評価である。

全教職員の参画・参加
自己評価に当たっては、教務部（教務主任）が中

心になって進めるが、校務分掌に照らして全教職員

で分担し、協力して進めることが肝要である。

自己評価の実施
自己評価では、教育活動（カリキュラム）と、学校

運営（学校経営方針）の両面について、全ての評価

項目の点検と、重点目標や課題についての丁寧な

評価とを組合せて実施する。

前者はチェックリストや選択肢による簡便な点検、

後者は校長の本年度の学校経営方針や教育計画に

照らして記述式などを取り入れ、教育活動及び学校

運営の結果（実施状況と実現状況を判断する）など

の具体的な状況やデータなどを根拠にして評価する

ことが重要である。

評価結果の分析
ＰＤＣＡのＣ即ち評価では、本年度の学校経営方

針や教育計画と関連付け、結果の分析を具体的・実

証的に進めることが重要である。

結果は、「優れてよい点と要因」「課題とその原因」

「無駄で廃止してよいこと」「新しく取り入れること」な

どの視点から明確に分析する。結果の曖昧な分析

は、改善につながらないからである。

評価結果の分析を改善策に活用
ＰＤＣＡのＡ即ち改善策を作成する際には、自己評

価の結果の分析を踏まえるとともに、次年度の校長

の学校経営方針と教育計画に照らして、次年度への

見通しをもって進めることがポイントである。

ここでも、「よい点を一層よくする工夫（特色ある学

校）」「課題を改善克服する具体的な方策（課題解決

力・危機管理力の高い学校）」「なくてよいことはやめ

る（伝統と変革の調和した学校）」「子どもの変化への

対応、教職員の職務の効率化、教育改革や時代の

流れに対応した新規導入を検討する（前向きな活性

化した学校）」など、具体的に、明確に進めることが

重要である。

その際、校長のリーダーシップ（教頭のマネージャ

ーシップ）の下に教務部（教務主任）が中心になっ

て、全教職員が参画・参加し、知恵を出し、汗を流す

必要がある。当事者意識の涵養は、改善策を考える

源泉となり、実践のエネルギー源となり、主体的・協

働的なチーム学校づくりにも役立つ。

なお、年度末の自己評価だけでなく、中間的な評

価、突然に生じた事案への随時の迅速な対応・改善

策の結果、学校日誌や週案、苦情処理などの記録な

ども反映させることも大切なことである。

学校評価の結果の報告書
自己評価の結果と今後の改善策は、報告書にま

とめ教育委員会に報告するとともに保護者や地域に

公表していく必要がある。これは、学校の教職員の

共通理解と組織的職務遂行の原本であり、保護者や

地域等の理解と協力・連携の基になる。

（こじま・ひろし＝公益財団法人豊島修練会理事長）
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